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近
年
、
大
規
模
な
自
然
災

害
や
異
常
気
象
が
頻
発
し
、

各
地
で
甚
大
な
被
害
が
出
て

お
り
ま
す
。

　

涌
谷
町
議
会
と
し
て
も
、

町
執
行
部
、
関
係
機
関
と
三

位
一
体
と
な
っ
て
、
町
民
の

生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
、

地
域
の
特
性
（
西
・
東
・
箟

岳
）
に
応
じ
た
防
災
・
減
災

対
策
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
肝
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

真
摯
に
、
誠
意
を
持
っ
て

町
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
に
耳

を
傾
け
、
町
が
行
う
事
業
の

立
案
、
決
定
、
執
行
、
評
価
、

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
審
議
に

お
け
る
論
点
や
争
点
を
公
開

し
、
議
会
の
役
割
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
後
と
も
議
会

に
対
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
財
政
再
建
計

画
が
策
定
さ
れ
、
令
和
２
年

度
か
ら
本
格
的
に
計
画
に

沿
っ
た
町
政
運
営
が
始
ま
り

ま
す
。
我
々
議
会
は
チ
ェ
ッ

ク
機
能
の
役
割
を
果
た
し
な

が
ら
し
っ
か
り
と
議
論
し
、

是
は
是
、
非
は
非
と
す
る
厳

し
い
姿
勢
で
町
民
の
た
め
に
、

町
の
将
来
の
た
め
に
前
に
進

ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　

誠
心
誠
意
、
地
域
の
皆
さ

ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の

声
を
町
政
に
反
映
し
て
ま
い

り
ま
す
。
議
会
が
一
丸
と
な

り
、
議
会
と
行
政
が
車
の
両

輪
と
な
っ
て
方
向
性
を
し
っ

か
り
と
見
定
め
て
行
け
ば
、

素
晴
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

結
び
つ
く
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

議
長
を
し
っ
か
り
と
支
え

な
が
ら
議
会
運
営
を
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
４
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

議　

長　

後
藤　

洋
一

副
議
長　

大
友　

啓
一

安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る

　
　
　
　
　
　

環
境
の
整
備

地
域
の
皆
さ
ま
の
声
を

　
　
　
　
　
　

町
政
に
反
映

　議長選挙では４人が所信表明を行い、議員１３人の投票の結果、後藤議員６票、大泉議員４
票、鈴木議員１票、久議員１票となり（無効票１）、後藤議員が議長に就任しました。
　副議長選挙では、投票の結果、大友議員が副議長に就任しました。

新体制がスタート 議長に後藤洋一議員、副議長に大友啓一議員

	 しっかりと手を取り合う後藤議長（右）と大友副議長（左）
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涌谷町議会委員会構成

総務産業建設常任委員会

議会運営委員会

涌谷町監査委員
大崎地域広域行政
事務組合議会議員

宮城県後期高齢者
医療広域連合議会議員

教育厚生常任委員会

議会広報広聴常任委員会

総務課、企画財政課、税務課、
まちづくり推進課、農林振興課、
会計課、建設課、農業委員会事務局

議会を円滑に、効率的に運営する
ために、議会運営や議長の諮問に
関する事項などを調査したり、請
願・陳情の審査を行います。

教育総務課、生涯学習課、町民生活課、
上下水道課、健康課、福祉課、
総務管理課

議会だよりの編集・発行
を行います。

議会懇談会の実施や、
広
※
聴活動を行います。

所管課 所管課

広報分科会 広聴分科会

委 員 長　杉　浦　謙　一
副委員長　稲　葉　　　定
委　　員　大　友　啓　一
　　　　　大　泉　　　治　
　　　　竹　中　弘　光　
　　　　涌　澤　義　和

委 員 長　久　　　　　勉
副委員長　杉　浦　謙　一
委　　員　伊　藤　雅　一
　　　　　稲　葉　　　定　
　　　　佐々木　みさ子

竹　中　弘　光 久　　　　　勉 佐々木　みさ子

分科会長　稲　葉　　　定
副分科会長　黒　澤　　　朗
委　　員　大　友　啓　一
　　　　　久　　　　　勉　
　　　　伊　藤　雅　一
　　　　涌　澤　義　和

分科会長　佐々木　みさ子
副分科会長　佐々木　敏　雄
委　　員　大　泉　　　治
　　　　　鈴　木　英　雅　
　　　　杉　浦　謙　一
　　　　竹　中　弘　光

委 員 長　久　　　　　勉
副委員長　鈴　木　英　雅
委　　員　伊　藤　雅　一
　　　　　佐々木　みさ子
　　　　佐々木　敏　雄
　　　　黒　澤　　　朗

委 員 長　佐々木　みさ子
副委員長　稲　葉　　　定
委　　員　議長を除く全議員

※広聴…広く意見を聴くこと。

1 月
会議 　町議会議員選挙後の初議会が１月９日に開催され、議長、

副議長をはじめ、各委員会の構成などが決まりましたので、
お知らせします。

新体制がスタート
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4 番

議席
番号

２番

６番

３番

13 番

１番

５番

２期

期数

１期

２期

２期

３期

１期

２期

町民に身近な議員として活動する。

今期最も力を入れて取り組むこと

町民の皆さんと共に頑張ります。
任期は令和２年１月１日から令和５年12月31日までの４年間です。

新規も必要だが、
諸問題の解決・結果重視の活動。

弱者目線での取り組み優先。

「住みたい涌谷へ」の実現を目指す。

安心・安全に暮らせる
環境づくりに努める。

財政の健全化、教育環境の整備、
町ににぎわいを。

町政をわかりやすく情報発信。

日向区

行政区

下郡区

猪岡区

９の３区

10 区

７区

上町区

佐
々
木
敏
雄

議
員
名

涌
澤
　
義
和

稲
葉
　
　
定

竹
中
　
弘
光

後
藤
　
洋
一

黒
澤
　
　
朗

佐
々
木
み
さ
子

町
民
目
線
で

今
期
の
抱
負
、
信
念

結
果
重
視
の
行
動

不
撓
不
屈

企
業
目
線
で
行
政
改
革

率
先
垂
範
を
心
が
け
、

　
　
　
　
　
　

実
行
す
る

わ
た
し
た
ち
の
町
に

　
　
　

あ
ら
た
な
希
望
を

活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

新議員13名の決意表明
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８番

12 番

10 番

７番

11 番

９番

４期

３期

５期

４期

６期

４期

小・中学校各クラスに
グループに１台のタブレットを。

県道河南築館線および国道346号線
道路改良工事の早期実現。

子どもたちを育む教育環境の充実。

やさしさと活力のあるまちづくり。
低額年金生活者の支援強化。

健全財政の実現に取り組み、町民に
安心してもらえる行政を目指す。

安全安心なまちづくり。

６区

小里区

長根区

脇区

２の２区

２の２区

久
　
　
　
勉

大
友
　
啓
一

鈴
木
　
英
雅

伊
藤
　
雅
一

大
泉
　
　
治

杉
浦
　
謙
一

温
か
い
活
動
家

新
た
な
発
想
と
行
動
力

安
心
し
て
定
住
で
き
る

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

が
ん
ば
ろ
う
涌
谷
ま
ち

ふ
る
さ
と
再
生
の
先
頭
に

こ
こ
ろ
豊
か
な

　
　
　

ま
ち
づ
く
り

住
民
が
主
人
公

ワンチームで町の課題解決に取り組んでいきます。



12

月

会

議

原
案
可
決

議員発議 １件

議　　案 11 件

補正予算 ８件

一般質問　５人

（→ P ８へ）
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町
内
５
施
設
に

指

※

定
管
理
者
制
度

導
入
を
図
る
関
係
条
例
整
備

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　

始
ま
る

介
護
保
険
給
付
基
金
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て

※
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る

目
的
で
設
置
さ
れ
た
公
の
施

設
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者

が
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
こ
と
。

　

平
成
29
年
５
月
に
公
布
さ

れ
た
地
方
公
務
員
法
お
よ
び

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
令
和
２
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
会
計

年
度
任
用
職
員
に
係
る
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

　

一
般
会
計
な
ど
の
他
会
計

に
お
い
て
資
金
が
一
時
的
に

不
足
し
た
際
、
介
護
保
険
給

付
基
金
に
積
み
立
て
て
い
る

お
金
を
繰
り
替
え
て
利
用
で

き
る
。

　

長
期
間
家
賃
を
滞
納
し
て

い
る
八
雲
住
宅
の
入
居
者
に

対
し
、
建
物
の
明
け
渡
し
と

未
払
い
賃
料
を
支
払
う
こ
と

で
和
解
。

　

国
の
人
事
院
勧
告
に
よ
る

法
改
正
に
準
じ
、
議
員
の
期

末
手
当
を
０
・
０
５
月
分
引

き
上
げ
。

①
特
別
職
の
任
用
と
臨
時
的

任
用
の
厳
格
化
。

②
一
般
職
の
非
常
勤
職
員
の

任
用
な
ど
に
関
す
る
制
度
の

明
確
化
。

③
会
計
年
度
任
用
職
員
に
期

末
手
当
の
支
給
が
可
能
と
な

る
よ
う
規
定
を
整
備
。

法
改
正
の
概
要

　

12
月
会
議
は
12
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

条
例
の
一
部
改
正
や
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
町
長
提
出
議
案
19
件

と
、
議
員
報
酬
に
係
る
議
員
発
議
１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
７
項
目
に
つ
い
て
町
政
を

た
だ
し
ま
し
た
。

ライドシェア反対、
地域公共交通の充実を
求める意見書採択の要請

陳情者
自交総連東北地方連合会
　執行委員長　本間　昭

審査の結果　配布

議員の
期末手当

年間
３．３５月

改正後
３．４０月

皆さんの請願・陳情

12月
会議

議
員
発
議

涌谷スタジアム

涌谷町勤労福祉センター

涌谷町箟岳地区町民体育館

涌谷町Ｂ＆Ｇ海洋センター

涌谷町農村環境改善センター
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12月会議採決状況
○：賛成　×：反対　議長は採決に加わらない

職
員
人
件
費
の
削
減
を

患
者
の
意
見
受
け
止
め

　
　
　
　
　
　
　

改
善
を

病
院
の
人
件
費

　
　
　
　

さ
ら
に
精
査
を

経
費
削
減
の
努
力
を

　

一
時
借
入
金
の
増
額
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
限
度
額
が

明
確
で
な
い
。
町
民
か
ら
厳

し
い
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る

中
で
、
人
件
費
の
削
減
に
努

力
し
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
資
金
繰

り
を
行
え
ば
、
町
民
の
要
望

の
多
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

反
対
す
る
。

病
院
自
体
の
運
営
を
も

う
少
し
考
え
直
す
時
期
で
は

な
い
か
。
看
護
体
制
の
見
直

し
や
、
医
師
が
少
な
け
れ
ば

病
棟
の
一
部
を
閉
鎖
す
る
な

ど
、
経
費
の
削
減
が
必
要
で

は
。

看
護
師
や
医
師
の
定
員

を
削
減
す
る
こ
と
は
す
ぐ
に

は
で
き
な
い
。

　

医
師
確
保
の
た
め
の
新
た

な
試
み
も
行
っ
て
お
り
、
も

う
少
し
猶
予
を
い
た
だ
き
た

い
。

一時借入金
限度額

変更前

変更後

３億円

４億円

　

10
月
末
時
点
で
当
初
見

込
ん
で
い
た
９
０
０
万
円

に
達
し
た
た
め
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
納
入
ピ
ー
ク
と

な
る
11
月
、
12
月
の
昨
年

度
の
実
績
な
ど
を
踏
ま
え

増
額
。

涌
谷
第
一
小
の
消
防
設
備

や
箟
岳
白
山
小
の
雨
漏
り

箇
所
な
ど
を
修
繕
。

天
平
の
湯
の　

雨
水
排
水
ポ
ン
プ
を
修
繕
。

　

資
金
を
運
用
し
て
い
く
中

で
現
金
が
不
足
す
る
場
合
に

備
え
る
。

患
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

意
見
に
対
し
て
、
病
院
内
で

検
討
を
行
い
、
反
映
す
る
よ

う
努
め
て
い
る
か
。

毎
月
の
会
議
の
中
で
検

討
を
行
い
、
対
応
し
て
い
る
。

　

情
報
発
信
に
つ
い
て
も
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳

し
く
発
信
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

一
時
借
入
金
を
し
な
い

と
現
金
が
足
り
な
い
状
況
の

中
で
、
賞
与
な
ど
は
通
常
ど

お
り
支
給
す
る
の
か
。

診
療
報
酬
な
ど
の
現
金

が
入
る
ま
で
給
与
、
賞
与
の

支
給
を
遅
ら
せ
て
は
、
職
員

が
不
安
に
な
る
。
し
っ
か
り

と
働
い
た
分
に
つ
い
て
は
支

払
う
べ
き
と
判
断
し
て
い
る
。

返
礼
品
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

増
な
ど

職
員
の
努
力
数
字
に

表
れ
る

歳　

入

歳　

出

温
泉
施
設
等
環
境
整
備

　
　
　
　
　
　

負
担
金

小
学
校
管
理
経
費
修
繕
料

ふ
る
さ
と
納
税

好
評　

ふ
る
さ
と
納
税

一
時
借
入
金
の
限
度
額
を

　
　
　
　

４
億
円
に
増
額

件　　名

竹
中
　
弘
光

佐
々
木
敏
雄

佐
々
木
み
さ
子

稲
葉
　
　
定

大
友
　
啓
一

只
野
　
　
順

後
藤
　
洋
一

伊
藤
　
雅
一

久  

　
　
勉

杉
浦
　
謙
一

鈴
木
　
英
雅

大
泉
　
　
治

国民健康保険病
院事業会計補正
予算（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

一
般
会
計
補
正
予
算

国
保
病
院
事
業
会
計

　
　
　
　
補
正
予
算

反
対
只
野　
　

順 

議
員

問

問問

答

答答

70
万
円

１
０
６
万
円

５
０
０
万
円

増増

増

討 

論

主
な
質
疑



一

般

質

問

第200号

令和2年2月1日発行

議 だ会 よ り
(8)

　12 月会議では、12 月４日に一般質問が行わ
れ、５人の議員が町政全般について質問しまし
た。
　質問と答弁は、質問した議員が 600 字以内で
要約し、広報分科会委員が調製したものです。
　町のホームページでは、動画の録画配信を
行っていますので、そちらもぜひご覧ください。

ズバリ

町
政
を
た
だ
す

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

に
対
す
る
方
針
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
い
、
報
告
や
説
明
を
求
め
、
よ
り
よ
い
方

向
へ
導
く
も
の
で
す
。

只野　　順 議員（14 ページ）
　1　安全・安心のまちづくりについて

佐々木 みさ子 議員（11 ページ）
　１　安心・安全に暮らせるまちづくりについて

杉浦　謙一 議員（13 ページ）
　１　国保病院の健全経営についての考えは
　２　財政状況の改善に向けての考えは

只野　順 議員（10 ページ）
　1　防災・減災で安全・安心なまちづくりについて
　2　女川原発の再稼働について

久　　　勉 議員（12 ページ）
　１　令和２年の当初予算編成にあたり、どんなことに留意
　　されているか

佐々木敏雄 議員（９ページ）
　1　令和元年台風 19号災害の検証と今後の対応策について
　　問う

涌谷町ホームページURL
（http://www.town.wakuya.miyagi.jp）
一般質問動画配信ページ　QRコード



一

般

質

問

第200号

令和2年2月1日発行

議 だ会 よ り
(9)

新
下
町
浦
雨
水
調
整

池
が
完
成
し
、
初
め

て
大
雨
が
流
入
し
た
平
成
29

年
10
月
の
台
風
21
号
被
害
で
、

調
整
池
に
流
入
す
る
前
に
下

町
地
区
が
冠
水
し
た
。
短
時

間
雨
量
は
17
ミ
リ
、
期
間
降

水
量
は
１
３
０
ミ
リ
で
あ
っ

た
。

　

令
和
元
年
台
風
19
号
の
短

時
間
雨
量
は
44
ミ
リ
、
期
間

降
水
量
は
２
５
１
ミ
リ
で

あ
っ
た
。
雨
水
調
整
池
が
あ

り
な
が
ら
、
下
町
地
区
、
新

下
町
浦
地
区
の
被
害
の
現
実

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
対

応
策
を
ど
う
考
え
た
か
。

当
日
の
状
況
と
し

て
は
、
Ｊ
Ａ
営
農

セ
ン
タ
ー
前
排
水
路
の
水
が

雨
水
調
整
池
に
区
域
外
流
入

し
た
こ
と
や
、
中
央
排
水
路

が
満
水
だ
っ
た
た
め
流
下
能

力
が
著
し
く
低
下
し
た
こ
と

な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
短

時
間
に
非
常
に
多
く
の
降
雨

が
あ
っ
た
た
め
に
通
常
の
想

定
を
著
し
く
超
え
る
流
入
が

あ
り
、
雨
水
調
整
池
自
体
も

満
水
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
状
況
を
踏
ま
え
雨

水
調
整
池
の
機
能
強
化
な
ど

の
検
討
と
、
総
合
的
な
内
水

排
除
計
画
の
見
直
し
が
必
要

で
、
関
係
機
関
団
体
と
対
応

を
考
え
て
い
く
。

台
風
19
号
の
被
災
の

要
因
は
排
水
路
の
土

砂
な
ど
の
堆
積
に
も
あ
る
と

思
う
。
し
ゅ
ん
せ
つ
計
画
を

ど
う
考
え
る
か
。

箇
所
の
精
査
や
緊

急
性
を
考
慮
し
て

見
直
し
を
行
い
、
順
次
し
ゅ

ん
せ
つ
を
実
施
し
て
い
く
。

　

白
畠
か
ら
洞
ヶ
崎
に

流
れ
る
洞
巌
山
隧
道

の
北
側
の
石
垣
の
間
に
雨
水

が
流
れ
込
ん
で
開
口
状
態
と

な
っ
て
お
り
、
崩
落
が
懸
念

さ
れ
る
。
町
と
し
て
早
急
に

対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
が
。

補
修
に
つ
い
て
は

土
地
改
良
区
と
協

議
の
上
、
現
状
を
把
握
し
て

内
水
排
除
の
計
画
の
中
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

佐々木敏雄 議員

雨水調整池の検証と今後の対応策は

総合的な内水排除計画の見直しが必要

問

答

問

問問

町
長

町
長

町
長

補修が急がれる洞巌山隧道周辺

継続的なしゅんせつが望まれる 



一

般

質

問

第200号

令和2年2月1日発行

議 だ会 よ り
(10)

台
風
19
号
の
災
害
を

ど
の
よ
う
に
検
証
し

た
の
か
。　

　

今
回
の
浸
水
地
域
の
高
低

差
な
ど
を
入
れ
て
防
災
マ
ッ

プ
の
内
容
を
見
直
し
、
町
民

に
わ
か
り
や
す
く
示
し
て
は

ど
う
か
。

検
証
は
進
め
て
い

る
が
、
ま
だ
災
害

復
旧
、
生
活
支
援
の
最
中
で

あ
り
、
取
り
ま
と
め
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
課

題
を
明
ら
か
に
し
、
防
災
・

減
災
対
策
に
反
映
さ
せ
て
い

く
。

　

防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

国
、
県
が
浸
水
想
定
区
域
な

ど
を
更
新
し
た
際
に
は
修
正

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
防

災
マ
ッ
プ
と
今
回
の
冠
水
箇

所
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の

で
、
防
災
マ
ッ
プ
を
生
か
し

な
が
ら
、
さ
ら
に
確
実
な
避

難
の
あ
り
方
を
検
証
し
て
い

く
。

只野　順 議員

台風１９号の災害の検証は

課題を明らかにし、対策に反映させる

町
の
避
難
計
画
に
原

子
力
災
害
の
避
難
計

画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、

石
巻
市
か
ら
の
避
難
民
の
受

け
入
れ
な
ど
実
態
と
伴
っ
て

い
な
い
実
情
が
あ
る
。

　

議
会
で
は
平
成
24
年
９
月

に
再
稼
働
に
反
対
す
る
意
見

書
を
提
出
し
て
い
る
。
大
谷

地
、
短
台
地
区
が
Ｕ

※

Ｐ
Ｚ
30

㌔
圏
内
に
あ
り
、
圏
内
５
市

町
と
連
携
し
、
広
域
避
難
の

面
か
ら
も
積
極
的
に
発
言
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

再
稼
働
に
つ
い
て

は
、
国
に
お
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
中
・
長

期
的
な
観
点
か
ら
総
合
的
に

判
断
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

　

安
全
レ
ベ
ル
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
進

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
注

視
し
て
い
く
。

バ

※

イ
オ
マ
ス
、
太
陽

光
、
小
水
力
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
取
り
組
む
考
え
は
。

地
球
環
境
に
優
し

い
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
は
重
要
で
あ

る
が
、
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い

て
は
、
当
町
の
資
源
量
で
は

経
済
性
の
観
点
か
ら
実
施
が

難
し
い
。
小
水
力
発
電
に
つ

い
て
も
、
地
形
や
水
量
な
ど

の
関
係
か
ら
難
し
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

女
川
原
発
の
再
稼
働
に

　
　
　
　
　
反
対
す
べ
き
で
は

再
稼
働
は

　
　

国
が
総
合
的
に
判
断
す
る

問

問

問

問

答

町
長

町
長

町
長

答 問

日頃から防災マップの確認を

※バイオマス…生物から作り出
される有機性のエネルギー資
源。

※ UPZ…原子力施設から約
30㎞圏内。緊急時に屋内退
避などの防護措置を行う。
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質

問

第200号

令和2年2月1日発行

議 だ会 よ り
(11)

台
風
19
号
の
予
報
で

は
、
非
常
に
強
い
猛

烈
な
雨
が
降
る
可
能
性
が
あ

る
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
が
、

当
町
で
は
ど
の
よ
う
な
災
害

対
策
を
講
じ
た
の
か
。

10
月
12
日
９
時
に

災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、
11
時
に
避
難
準
備
、

16
時
30
分
に
避
難
勧
告
を
発

令
し
た
。

　

災
害
対
応
に
つ
い
て
は
職

員
に
よ
る
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル

や
情
報
収
集
を
行
っ
た
上
で

被
害
状
況
の
確
認
な
ど
を
随

時
行
っ
た
。
遠
田
警
察
署
、

遠
田
消
防
署
と
も
連
携
し
、

災
害
対
応
に
当
た
っ
た
。

東
地
区
の
内
水
氾
濫

に
よ
る
水
害
の
実
態

把
握
と
、
原
因
の
究
明
は
。

今
ま
で
に
な
い
降

雨
量
で
、
大
量
流

水
の
発
生
や
排
水
量
を
は
る

か
に
超
え
る
降
水
量
と
な
り
、

土
砂
災
害
や
住
宅
の
床
上
浸

水
な
ど
の
被
害
が
大
き
く

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
排

水
機
場
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

指
示
系
統
に
問
題
は
な
く
、

未
曾
有
の
豪
雨
に
よ
り
排
水

機
場
の
操
作
室
が
浸
水
す
る

な
ど
し
て
、
漏
電
、
感
電
の

危
険
が
あ
っ
た
の
で
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
避
難
さ
せ
た
と

聴
い
て
い
る
。

避
難
所
は
リ
ス
ク
を

考
慮
し
、
環
境
整
備

を
す
べ
き
で
は
。今

回
の
こ
と

を
踏
ま
え
、

避
難
所
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

各
課
関
係
機
関
と

連
携
し
、
町
や
関

係
機
関
が
講
じ
た
対
策
が
住

民
の
生
命
や
生
活
を
守
る
た

め
に
十
分
機
能
し
た
か
課
題

を
明
ら
か
に
し
て
、
今
後
の

防
災
・
減
災
対
策
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
。

佐々木みさ子 議員

東地区の内水氾濫　原因は

排水量をはるかに超える降水量だった

問

答

問問

問問

町
長

町
長

町
長

総
務
課
長

甚大な被害をもたらした昨年の台風　排水機場の安全対策も必要となる



一

般

質

問

第200号

令和2年2月1日発行

議 だ会 よ り
(12)

久　　勉 議員

来年度の当初予算編成　留意点は

全てゼロから事業を見直す

財
政
非
常
事
態
宣
言

を
出
し
て
初
め
て
の

予
算
編
成
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
留
意
し
て
い

る
の
か
。

財
政
再
建
が
最
優

先
で
あ
り
、
聖
域

な
く
全
て
ゼ
ロ
か
ら
の
事
業

見
直
し
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

当
町
の
特
性
を
精
査

し
た
結
果
は
。

当
町
の
特
徴
は
保

健
、
医
療
、
介
護
、

福
祉
の
一
体
的
、
系
統
的
な

提
供
や
子
育
て
関
連
事
業
に

注
力
し
て
き
て
い
る
こ
と
だ
。

全
国
に
先
駆
け
た
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ

い
て
は
、
県
内
で
も
特
筆
す

べ
き
内
容
と
評
価
さ
れ
て
い

る
。

町
単
独
の
補
助
金
は

特
に
精
査
す
べ
き
で
、

各
団
体
と
面
談
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
。

補
助
金
の
効
果
は

当
事
者
に
聴
か
な

け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
。

　

今
後
の
補
助
金
に
つ
い
て

は
厳
し
い
部
分
も
あ
る
か
と

思
う
が
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
町
全
体
と
し
て

の
財
政
状
況
を
向
上
さ
せ
て

い
き
た
い
。

町
単
独
の
建
設
事
業

は
凍
結
す
べ
き
で
は
。

現
在
の
財
政
状
況

で
は
新
規
の
建
設

事
業
は
実
施
で
き
る
状
況
に

な
い
。

道
路
な
ど
の
補
修
の

要
望
に
つ
い
て
は
、

町
民
も
交
え
た
検
討
す
る
場

を
設
け
て
論
議
す
れ
ば
、
優

先
順
位
も
明
確
に
な
り
、
理

解
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
。

町
民
の
理
解
を
い

た
だ
く
た
め
に
、

最
善
を
尽
く
す
。
し
っ
か
り

と
対
話
し
な
が
ら
進
め
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

財政再建が最優先　町民にしっかりと説明し、協力を求めてもらいたい

問問問

問問

答

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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問

第200号

令和2年2月1日発行

議 だ会 よ り
(13)

国
保
病
院
の
経
営
状

況
は
。

病
床
稼
働
率

は
昨
年
度
が

65
・
８
％
だ
っ
た
が
、
今
年

度
は
10
月
ま
で
の
実
績
で

77
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

整
形
外
科
外
来
の
診
療
日
数

が
増
え
、
入
院
も
受
け
入
れ

ら
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
上
半
期
の
病
院
事

業
収
益
は
税
抜
き
で
５
８
０

０
万
円
程
度
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
今
年
度
は
前
年
度
比

１
億
円
程
度
の
増
収
が
見
込

め
る
と
考
え
て
い
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

厚
労
省
が
全
国
４
２

４
の
公
立
病
院
な
ど

に
つ
い
て
、「
再
編
統
合
に

つ
い
て
特
に
議
論
が
必
要
」

と
す
る
分
析
を
ま
と
め
、
病

院
名
を
公
表
し
た
。

　

町
長
の
考
え
は
。

国
が
地
域
の
実

情
に
配
慮
せ
ず
、

デ
ー
タ
の
み
で
一
律
に
判
断

し
た
も
の
と
受
け
と
め
て
い

る
。

　

国
保
病
院
の
地
域
医
療
に

果
た
す
役
割
と
、
自
治
体
病

院
と
し
て
の
存
在
意
義
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
く
契
機
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

杉浦謙一 議員

国保病院の経営状況は

前年度比で
　１億円程度の増収を見込んでいる

黄
金
山
町
有
地
整
備

事
業
の
償
還
が
見
込

ま
れ
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

県
か
ら
４
億
円
の

貸
し
付
け
を
受
け

て
お
り
、
令
和
２
年
度
が
償

還
期
限
と
な
っ
て
い
る
。
当

町
の
現
在
の
逼
迫
し
た
財
政

状
況
で
は
、
償
還
の
た
め
の

資
金
の
確
保
が
難
し
い
こ
と

か
ら
、
県
に
対
し
て
償
還
期

限
の
延
長
を
相
談
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

財
政
再
建
計
画
の
見

直
し
の
時
期
は
。

随
時
見
直
し
、
追

加
・
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和

元
年
度
の
結
果
を
踏
ま
え
、

令
和
２
年
度
に
は
何
ら
か
の

見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
と
考
え
て
い
る
。

平
成
31
年
３
月
１
日

発
行
の
広
報
わ
く
や

の
中
で
、
財
政
調
整
基
金
が

令
和
３
年
度
に
は
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
た

が
、
今
後
の
見
込
み
は
。

税
収
の
増
加
や
特

別
交
付
税
の
増
額

な
ど
が
あ
り
、
想
定
よ
り
も

基
金
は
減
っ
て
い
な
い
。

　

財
政
調
整
基
金
を
枯
渇
さ

せ
な
い
よ
う
再
建
計
画
の
実

施
に
ま
い
進
し
て
い
く
。

財
政
再
建
計
画
の

　
　
　
　
　
見
直
し
の
時
期
は

今
年
度
の
結
果
を
踏
ま
え
、

　
　

来
年
度
に
も
見
直
し
を
行
う

問

問問

答 問

国保病院では整形外科も週５日診療

問

問

問

答

セ
ン
タ
ー
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

企
業
誘
致
は
福
祉
施
策
と
併
せ
て

　

北
海
道
東
川
町
を
視
察
し
、

人
口
増
の
要
因
が
景
観
づ
く

り
な
ど
に
配
慮
し
た
独
自
の

住
宅
施
策
に
あ
り
、
企
業
誘

致
を
図
り
な
が
ら
、
移
住
・

定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
努
力

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
実
感

し
た
。

日
頃
か
ら
災
害
時
の
備
え
を

　

冠
水
発
生
箇
所
や
堤
防
の

整
備
状
況
の
調
査
を
行
っ
た
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
日
頃

か
ら
災
害
時
の
備
え
を
す
る

こ
と
が
安
心
・
安
全
に
つ
な

が
る
。

教
育
委
員
会
部
門

　

不
登
校
対
策
と
し
て
、
わ

く
や
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
ハ

ウ
ス
「
コ
ン
パ
ス
」
を
開
設

し
て
い
る
の
で
、
今
後
に
期

待
す
る
。

健
康
福
祉
部
門

　

学
童
保
育
は
新
施
設
建
設

な
ど
に
よ
り
、
来
年
度
か
ら

６
年
生
ま
で
が
対
象
と
な
り

充
実
が
図
ら
れ
る
。

公
営
企
業
部
門

　

病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
進
行

管
理
に
つ
い
て
は
、
財
政
非

常
事
態
宣
言
が
あ
り
、
病
院

内
部
で
も
経
営
健
全
化
に
つ

い
て
論
議
さ
れ
て
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
に
期
待
す
る
。

　

地
域
の
活
力
と
魅
力
を
高

め
る
た
め
に
は
地
域
住
民
が

一
丸
と
な
り
、
積
極
的
に
活

動
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
関
係
機
関
が
共
に
手

を
携
え
な
が
ら
、
地
域
に
何

が
必
要
か
、
何
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
を
考
え
、

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
あ

る
。

　

財
政
非
常
事
態
宣
言
、
前

町
長
の
不
幸
な
出
来
事
、
台

風
災
害
な
ど
こ
れ
ま
で
に
な

い
異
常
事
態
に
直
面
し
、
各

部
門
の
事
業
実
施
に
少
な
か

ら
ず
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。　
　

　

今
後
は
、
各
課
所
管
事
業

の
着
実
な
実
施
と
と
も
に
、

財
政
再
建
計
画
の
推
進
に
職

員
の
一
層
の
努
力
を
望
む
。

　

議
会
広
報
誌
の
編
集
・
発

行
や
、
各
地
域
に
お
い
て
議

会
懇
談
会
を
開
催
し
た
。
議

会
で
議
論
さ
れ
た
内
容
を
説

明
し
、
議
会
活
動
や
町
政
に

対
す
る
意
見
・
要
望
・
提
言

を
聴
取
し
、
執
行
部
に
照
会

す
る
と
と
も
に
政
策
提
言
を

行
っ
た
。

　

各
常
任
委
員
会
で
テ
ー
マ
を
設
け
、
平
成
30
年
か
ら
の

２
年
間
で
調
査
し
た
結
果
を
12
月
会
議
で
報
告
し
ま
し
た
。

報
告
書
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

住
民
と
関
係
機
関
の
連
携
で

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

事
業
の
着
実
な
実
施
、

再
建
計
画
の
推
進
に
努
力
を

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

ま
と
め

ま
と
め

テ
ー
マ

テ
ー
マ

活
動
内
容

調
査
結
果
お
よ
び
意
見

調
査
結
果
お
よ
び
意
見

委員長　後藤　洋一
副委員長　稲葉　　定
委　員　鈴木　英雅
　　　　伊藤　雅一
　　　　佐々木敏雄

委員長　久　　　勉
副委員長　杉浦　謙一
委　員　只野　　順
　　　　大友　啓一
　　　　佐々木みさ子
　　　　竹中　弘光

委員長　大友　啓一
副委員長　只野　　順
委　員　全議員
　　　　（議長は除く）

常にチャレンジする姿勢が大切と語る東川町長

完成間近の新児童クラブ

涌谷高校の生徒と意見交換も行いました

総務産業建設
常任委員会

教 育 厚 生
常任委員会

広 報 広 聴
常任委員会



１
月
第
2
回
・
11
月
会
議

１月第2回会議採決状況　　○：賛成　×：反対　議長は採決に加わらない

件　　名

黒
澤
　
　
朗

涌
澤
　
義
和

竹
中
　
弘
光

佐
々
木
敏
雄

佐
々
木
み
さ
子

稲
葉
　
　
定

伊
藤
　
雅
一

久  

　
　
勉

杉
浦
　
謙
一

鈴
木
　
英
雅

大
泉
　
　
治

大
友
　
啓
一

後
藤
　
洋
一

使用料等の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例 × × ○ 欠
席 ○ × ○ × × ○ ○ ○ 議

長

涌谷町放課後児童健全育成事業実施条例 ○ ○ ○ 欠
席 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 議

長
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公
の
施
設
と
し
て
整
備
す

べ
き
と
提
言
し
て
き
た
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
の
施
設
は
、
利
用
者

が
そ
れ
ぞ
れ
に
整
備
し
利
用

し
て
い
る
。
施
設
は
今
回
の

条
例
に
含
め
る
べ
き
で
あ
り
、

町
で
き
ち
ん
と
精
査
し
た
の

か
疑
問
が
あ
る
。
町
の
土
地

は
特
定
の
利
用
者
だ
け
で
な

く
、
町
民
が
公
平
に
利
用
で

き
る
よ
う
負
担
も
公
平
に
す

る
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

　

４
月
か
ら
利
用
料
が
月
額

３
０
０
０
円
に
な
れ
ば
、
年

間
で
は
こ
れ
ま
で
の
２
万
４

０
０
０
円
が
６
万
円
に
な
り
、

利
用
者
に
と
っ
て
は
大
き
な

負
担
と
な
る
。

　

今
後
の
財
政
状
況
も
考
慮

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

子
育
て
支
援
の
充
実
を
掲
げ

る
町
の
取
り
組
み
に
逆
行
す

る
施
策
で
あ
り
、
容
認
で
き

な
い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　

財
政
再
建
計
画
に
基
づ
き
、

使
用
料
お
よ
び
手
数
料
の
見

直
し
を
行
う
た
め
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
関
係
条

例
の
整
備
を
行
う
も
の
。

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
、「
新

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
開

設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た

に
条
例
を
制
定
し
、
利
用
料

金
を
徴
収
す
る
た
め
関
係
条

項
を
整
備
す
る
も
の
。

被
害
総
額

　
　
　

６
億
３
９
０
４
万
円

※
住
宅
被
害
、
稲
わ
ら
や
災

害
廃
棄
物
の
処
理
費
用
な
ど

は
含
ま
な
い

被
害
額
の
内
訳

（
農
業
関
連
）　　
　
　
　
　

　
　
　

３
億
１
９
９
４
万
円

（
道
路
被
害
）　　
　
　
　
　

　
　
　

２
億
３
２
８
１
万
円

（
商
工
業
関
係
）　　
　
　
　

　
　
　
　
　

４
５
４
６
万
円

（
公
共
施
設
な
ど
）　　
　

　
　
　
　
　

４
０
８
１
万
円

※
金
額
に
つ
い
て
は
い
ず
れ

も
千
円
以
下
切
り
捨
て

　

台
風
被
災
者
に
対
す
る
町

税
な
ど
の
減
免
に
関
す
る
条

例
と
、
ゆ
う
ら
い
ふ
の
災
害

復
旧
工
事
費
な
ど
を
含
む
補

正
予
算
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

高齢者福祉複合施設ゆうらいふの被災状況
施設の全館が床上浸水しました

使
用
料
等
の
見
直
し
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
係
る

条
例
の
整
備

令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
よ
る

豪
雨
被
害
状
況
な
ど
の
報
告

　
　
　
　
　
（
11
月
20
日
現
在
）

　

財
政
再
建
計
画
に
基
づ
く

使
用
料
お
よ
び
手
数
料
の
見

直
し
に
伴
う
条
例
議
案
な
ど
、

議
案
６
件
、
各
会
計
補
正
予

算
２
件
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

1月
第2回
会議

11月
会議

（１月 20 日開催）

（11月22日開催）

特
定
の
施
設
除
外　

不
公
平

利
用
料
増
大
き
な
負
担

反
対

反
対

久　
　
　

勉 

議
員

杉
浦　

謙
一 
議
員

討 

論

討 

論
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昭
和
43
年
に
発
行
さ
れ
た

第
１
号
は
「
第
四
回　

定
例

議
会
開
か
る
」
と
し
て
、
同

年
９
月
27
日
か
ら
６
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
た
、
９
月

定
例
議
会
の
詳
細
が
掲
載
さ

れ
、Ｂ
５
サ
イ
ズ
、全
24
ペ
ー

ジ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
大
友
○
弌
議
長
に

よ
る
、
創
刊
の
あ
い
さ
つ
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
、「
議
会
に
は
公
開
の

原
則
が
あ
り
、
常
に
町
民
の

み
な
さ
ま
の
傍
聴
を
お
待
ち

し
て
い
る
の
で
す
が
み
な
さ

ま
も
、
ご
多
忙
の
毎
日
を
過

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

傍
聴
に
来
ら
れ
る
方
も
少
な

く
、
政
策
決
定
の
過
程
が
知

ら
れ
な
い
で
し
ま
う
こ
と
が

多
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
度
、
議
会
だ
よ
り
を
発
行

す
る
こ
と
に
な
り
、
い
さ
さ

か
で
も
、
み
な
さ
ま
の
ご
期

待
に
そ
い
得
る
紙
面
に
な
る

よ
う
今
後
ま
す
ま
す
努
力
を

い
た
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
」
と
あ
り
、
議

会
審
議
の
内
容
を
町
民
に
知

ら
せ
た
い
と
の
願
い
か
ら
発

行
に
至
っ
た
こ
と
が
読
み
取

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
表
紙
に
は
、
囲
み

で
強
調
さ
れ
た
部
分
に
「
あ

な
た
は
、
こ
の
町
の
主
権
者

の
ひ
と
り
で
す
。
議
員
は
、

あ
な
た
に
か
わ
っ
て
、
あ
な

た
の
ね
が
い
を
、
そ
し
て
、

訴
え
を
実
現
し
ま
す
。
だ
か

ら
、
議
会
が
ど
の
よ
う
に
す

す
め
ら
れ
な
に
を
き
め
た
か

を
、
あ
な
た
は
知
る
権
利
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
わ
り

の
な
か
か
ら
生
れ
た
の
が
、

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
す
」
と

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
権
者
で
あ
る
町
民
に
議

会
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
加
え
、

町
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
が
、

町
民
の
た
め
に
活
動
し
て
い

く
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
文
言
は
議
会
だ
よ
り

の
紙
面
が
変
更
さ
れ
る
前
年

の
昭
和
48
年
ま
で
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。　

記
念
す
べ
き
第
１
号

議
会
公
開
の
原
則

町
の
主
権
者
は

　
　
　
　

町
民
一
人
一
人

　

議
会
だ
よ
り
わ
く
や
が
創
刊
か
ら
２
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

第
１
号
は
「
涌
谷
町
議
会
だ
よ
り
」
と
し
て
昭
和
43
年
12
月
10

日
に
発
行
さ
れ
、
以
来
50
年
に
わ
た
り
町
議
会
を
町
民
の
皆
さ

ん
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
会
だ
よ
り
わ
く
や
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

町民と共に歩む
　　　議会を目指して

右下部分拡大
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こ
の
た
び
、
議
会
だ
よ
り

わ
く
や
が
創
刊
か
ら
２
０
０

号
を
迎
え
、
そ
の
節
目
に
広

報
分
科
会
長
と
し
て
編
集
作

業
の
責
任
者
を
努
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
は
、
誠
に
光

栄
に
存
じ
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
わ
く
や
が
、

昭
和
43
年
（
１
９
６
８
年
）

12
月
10
日
に
創
刊
さ
れ
て
以

来
、
50
年
以
上
も
の
間
発
行

さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
こ
と

は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
あ
た

た
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
の

お
か
げ
で
あ
る
と
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
、

議
会
運
営
の
最
高
規
範
で
あ

る
議
会
基
本
条
例
に
も
そ
の

充
実
が
う
た
わ
れ
て
お
り
ま

す
。「
町
政
に
係
る
重
要
な

情
報
を
議
会
独
自
の
視
点
か

ら
、
常
に
町
民
に
対
し
て
周

知
す
る
」「
町
民
に
親
し
ま
れ
、

説
明
責
任
、
情
報
公
開
、
情

報
提
供
の
方
策
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
有
効
な
議
会
広

報
と
な
る
よ
う
努
め
る
」
と

定
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
だ
ま

だ
力
不
足
で
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
議
会
を
つ
な
ぐ

か
け
は
し
と
し
て
、
議
会
だ

よ
り
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

更
に
研
鑽
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
議
会
だ
よ
り

わ
く
や
の
発
行
に
ご
指
導
、

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
わ
く
や
の
歩
み

第
50
号
（
昭
和
57
年
８
月
）

　

３
月
定
例
会
で
安
部
卓
爾

氏
が
名
誉
町
民
第
１
号
に
。

第
95
号
（
平
成
６
年
４
月
）

　

紙
面
が
Ａ
４
判
に
拡
大
さ

れ
、
タ
イ
ト
ル
が
「
私
た
ち

の
町
議
会
わ
く
や
」と
な
る
。

第
１
２
８
号

　
　
　
　（
平
成
13
年
11
月
）

　

タ
イ
ト
ル
が
「
議
会
だ
よ

り
わ
く
や
」
と
な
る
。

第
１
５
０
号

　
　
　
　（
平
成
19
年
７
月
）

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
奨
励
賞
を
受
賞

　
　
　
　（
平
成
３
年
２
月
）

第
１
号
（
昭
和
43
年
12
月
）

　
　
　
　

第
19
号
（
昭
和
49
年
12
月
）

　

タ
イ
ト
ル
を
「
わ
く
や
議

会
だ
よ
り
」と
し
横
書
き
に
、

本
文
を
５
段
組
み
に
変
更
。

第
１
０
０
号

　
　
　
　（
平
成
７
年
８
月
）

　

第
１
０
０
号
記
念
特
集
と

し
て
、
小
・
中
学
生
模
擬
議

会
を
開
催
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
に

議会だよりわくや
創刊２００号特集

広報分科会長　稲葉　定
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参加人数　合計74人

西地区 東地区 箟岳地区

災害時の避難・避難所関連

　浸水被害が相次ぐと、町を見限って出ていく
人がいるのでは？計画を示して人の流出を防い
でもらいたい。

　第一小学校が避難所になっているが、夜間相
当に冷え込むので対策を考えてほしい。新築さ
れる学童保育の施設に変えてはどうか。

　さくらんぼこども園は子どもの施設なので、
大人にとってはトイレが小さく、使いづらい。
　和式トイレを洋式トイレに。

　福祉避難所の指定があるが、介護度などのす
み分けができていない。

　第一小学校に車で行って大きく浸水した場合、
自動車が水没するので避難をためらってしまう。

　情報が少ないので自分のことしかわからなく
なる。町全体の情報を伝えてほしい。防災無線
だけではわからない。

　情報の伝達方法をもっと工夫してほしい。

　制約もあると思うが、町の情報をもっと早く
出せないか。

　避難所の再検討、避難情報発信の徹底、トイレ、
寝具など避難者への処遇改善を。

　避難所が近くにないので今後検討してほしい。

　避難所に行こうにも浸水で行けなかった。避
難所の見直しをすべきでは？

　避難所を指定して、水、毛布、食事がないの
はおかしい。

　地元建設業者の協力を得易くする工夫が必要。

　避難所に格差があるのでは？具合が悪くなっ
ても救出不可能な避難所は不適切。

　涌谷町議会は各種団体の皆さまとの
意見交換会を開催したいと考えており
ます。
　実施希望の場合は議会事務局までご
連絡ください。
　　（涌谷町議会事務局　43-2127）

午前
４区ゆうゆう館　　　　　　　17人
洞ヶ崎生活文化センター　　　６人
産仮小屋会館　　　　　　　　６人

午後
長柄町生活共同利用センター　22人
上谷地共同文化センター　　　17人
大谷地集落センター　　　　　６人

竹中　弘光　議員

稲葉　　定　議員

後藤　洋一　議員

大泉　　治　議長

佐々木みさ子議員

只野　　順　議員

杉浦　謙一　議員

鈴木　英雅　議員

佐々木敏雄　議員

大友　啓一　議員

伊藤　雅一　議員

久　　　勉　議員

たくさんのご参加ありがとうございました

今回の災害で多くのご意見をいただきました。
　ご意見を参考にし、今後の避難所運営などに対処いたします。

長柄町生活共同利用センター
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議会懇談会
ともに語ろう～涌谷町～

国保病院への意見

町有地の管理　改善を

議員の定数・報酬

水道料金への補助は？

認知症リスク調査事業

町職員への意見

意見
　病院の再編報道については？
回答
　地域の実情を度外視したものとなっています。
厚生労働省は「再編を強制するものではない」
と弁明に努めています。
　町としては再編・統合をせずに国保病院の健
全経営を目指してまいります。

意見
　町有地（竹林）の管理がまだ不十分なので改
善してほしい。
回答
　現状の管理について、草刈、竹林伐採など改
善いたします。

意見
　議員定数・報酬額の見直しは？
回答
　平成 27年度に、定数を 15名から 13名に
減員しました。現在の議員数は県内の町村議
会の中で下から３番目です。
　報酬額は県内中位となっています。

意見
　被災者は泥を洗い流すために水道水を通常
より多く使用する。水道料金への国の補助
は？
回答
　国の補助はありません。
　町として、今後の検討課題といたします。

意見
　科学的に解明しているのであれば結果を公
表してほしい。
回答
　今年度までの調査事業ですので、終了後に
講演会などを開催し公表いたします。

意見
　①職員の教育、モチベーションアップが必要。
能力主義の推進を。
　②課長級職員のレベルアップが必要。部下へ
の教育、育てることの重要性を認識してほしい。
横割間での情報交換が重要。

回答
　財政再建計画において、職員研修の充実や能
力開発、職員提案制度の拡充および人事評価へ
の反映を行うこととしており、職員の教育、能
力開発に努めてまいります。

意見
　病院の医師が短期間でやめていくのはなぜ？
回答
　宮城県の人事で配置された医師については１
～２年程度で他の公立病院へ異動することに
なっています。

　令和元年 11 月 17 日（日）、町内６地区
の会場で議会懇談会を開催しました。
　昨年度の決算概要など、議会での審議内
容をお知らせし、町民の皆さんから町への
意見や思いを語っていただきました。

　懇談会で出された主な意見・質問などをお
知らせします。会場での回答に加え、町の考
えを確認して掲載しているものもありますの
で、ご了承ください。
（「議員の定数・報酬」以外は町としての回答
を掲載しています。）

上谷地共同文化センター



聴
傍
を
会
議

か
ん
せ
ま
し

は
会
例
定
の
回
次

旬
上
月
３

ろ
ご

す
で
定
予
催
開

一般質問を
動画配信しています。
当議会では、議員ごとの一般
質問の内容を、涌谷町ホーム
ページで動画配信しています。
ぜひご覧ください。

議
会
だ
よ
り
わ
く
や
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詳
し
い
日
程
と
一
般
質
問

の
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

場
所
は
役
場
西
庁
舎
２
階
で

す
。
詳
し
く
は
、
議
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

☎
43
ー
２
１
２
７

議会に皆さんのご意見をお寄せください。

Voice

議会に皆さんのご意見をお寄せください。

Voice
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議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
平
さ
ん
は
消
防
団
に
入
団
し
て
35
年
の
大
ベ
テ
ラ

ン
で
、
地
元
第
４
分
団
の
団
員
と
し
て
地
域
の
安
全
を

守
り
な
が
ら
、
本
部
分
団
ラ
ッ
パ
班
の
班
長
と
し
て
も

ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
台
風
災
害
に

お
い
て
、
出
来
川
の
越

水
を
食
い
止
め
た
の
は

消
防
団
で
し
た
。
議
会

と
し
て
も
、
消
防
団
の

存
在
は
本
当
に
心
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
よ
り
一
層
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

大平　　博さん（下小塚区）
（消防団本部分団ラッパ班　班長）

Ｑ　

あ
な
た
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

涌
谷
町
を
ど
う
い
う
町
に
し
た
い
で
す
か
。

Ｑ　

議
会
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

Ａ　

建
設
業
の
仕
事
に
50
年
間
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
　

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、
消
防
団
に
入
っ
て
い
ま

す
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
以
上
に
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

も
ら
い
た
い
の
で
、
若
い
人
た
ち
に
積
極
的
に
消
防

団
に
入
団
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
か
ら

Ａ　

議
会
だ
よ
り
は
、
わ
か
り
や
す
い
記
事
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
読
み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
末
の
議
会
改
選
後
、

年
明
け
の
初
議
会
で
広
報
分

科
会
の
陣
容
が
決
ま
り
、
こ

の
チ
ー
ム
で
議
会
広
報
誌
の

編
集
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

読
み
や
す
く
、
親
し
み
の

わ
く
誌
面
づ
く
り
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
愛

読
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
新
し
い
企
画
、
い
つ

も
と
違
っ
た
切
り
口
な
ど
に

も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

創
刊
２
０
０
号
の
記
念
号

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
発
行

ま
で
の
時
間
的
制
約
で
特
別

な
企
画
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
す
ご
く
残
念
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
葉
）

編
集　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
広
報
分
科
会

分
科
会
長　

稲　

葉　
　
　

定

副
分
科
会
長　

黒　

澤　
　
　

朗

委
　
　
員　

大　

友　

啓　

一

委
　
　
員　

久　
　
　
　
　

勉

委
　
　
員　

伊　

藤　

雅　

一

委
　
　
員　

涌　

澤　

義　

和


